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ヤング率および密度は焼成温度に対して， 6000C 以下では低く， 600-800 oC では急激に上昇し， 800-













~ 1) ポリカルボシランの熱分解による無機化過程での生成物の構造は ポリカルボシランの構造に影
響される。
:2) 繊維の不融化処理のために導入された酸素原子は，炭化ケイ素の結晶化を遅らせる。
:3) 炭化ケイ素繊維の機械的特性は，ポリカルボシランの無機化過程と対応した変化を示し，高温に
おける強度低下の原因を明らかにしている。
以上のように，本論文は，炭化ケイ素繊維の構造と機械的特性の関係について多くの示唆を与え，
高温材料の開発に寄与するところが大きく，材料工学ならびに工業上重要な貢献をなすものであり，
博士論文として価値あるものと認める。
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